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に
市
政
に
対
す

、
市
民
の
代
表

長
」
に
委
嘱
し

ら
事
業
説
明
を

務
を
体
験
し
、

施
設
を
視
察
し

に
、
市
長
を
囲

わ
れ
市
政
に
対

る
、，ゐ
J

T
f
1
h
・

密
受
'

dv
例

・りか長布右

、、

新
川
文
化
ホ
ー
ル
は

こ
れ
か
ら
、
か
大
切

大
愛

今
日
は
、
財
政
の
事
や
税
金
の
話
な

ど
い
ろ
い
ろ
伺
い
ま
し
た
。

一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
市
民
一

人
当

た
り
約

ω万
円
も
負
債
を
抱
え
て
い

る
と
い

う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
自
分
た
ち
の
子
供

や
孫
の
代
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
く
わ
け
で

す
が
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
施
設
を
作
っ
て
い

く
た
め
の
借
金
だ
と
の
説
明
が
あ
り
、
楽
し

み
で
も
あ
り
、
少
し
か
わ
い
そ
う
な
複
雑
な

気
持
ち
で
す
。

午
後
か
ら
新
川
文
化
ホ
ー
ル
を
じ
っ
く
り

拝
見
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
さ
す
が
に
金

が
か
か
っ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
り
っ
ぱ
な

施
設
で
す
ね
。
し
か
し
、
問
題
は
こ
れ
か
ら

で
す
。
今
は
イ
ベ
ン
ト
が
め
じ
ろ
押
し
で
人

も
た
く
さ
ん
集
ま
る
が
、
来
年
、
あ
る
い
は

5
年
後
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

こ
れ
か
ら
、

新
川
地
方
の
文
化
を
刺
激
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
な
拠
点
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
行
政
ば
か
り
で
な
く
、
私

た
ち
も
盛
り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

川
田

教
育
委
員
会
の
仕
事
は
た
く
さ
ん
あ

る
ん
で
す
ね
。
未
来
を
考
え
な
が
ら
物
事
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
私
た

ち
の
生
活
に
も
関
与
し
て
い
る
の
で
難
し
い

仕
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

魚
津
市
は
、
学
校
週

5
日
制
で
は
全
国
に

先
が
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な

活
動
を
し
て
い
る
事
が
お
話
を
伺
っ
て
よ
く

一日総務部長

大愛 康洋さん
制茶道裏千家淡交会魚津支部青年部部長

一日教育次長

川田 純子さん
ミスうおづ

わ
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
新
川
文
化
ホ

l
ル
も
見
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
す
ば
ら
し
い
施
設
で
す

ね
。
今
後
は
、
宝
の
持
ち
腐
れ
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、

「
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
」
づ

く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
教
育
関
係
で
は
、
生
涯
学
習
の
拠
点

と
な
る
よ
う
な
施
設
を
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

週
休
2
日
制
が
普
及
し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

は
余
暇
時
代
。
だ
れ
も
が
気
軽
に
利
用
で
き

る
よ
う
な
施
設
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。



一日産業経済部長

浜多 等志さん
魚津市商工会議所 青年部部長

一日民生部長

武田 喜代子さん
魚意市食生活改善推進連絡協議会会長

一日建設部長

高木 正夫さん
下中島球根組合組合長

魚
津
港
周
辺
の
開
発
は

道
路
ア
ク
セ
ス
ガ
鍵

浜
多

観
光
面
で
は
、
や
は
り
「
蚤
気
楼
の

見
え
る
街
魚
津
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と

し
て
、
も
っ
と
も
っ
と
力
を
入
れ
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
ス
ー
パ

ー
特
急
「
か
が
や
き
」
を
停
め
る
運
動
を
続

け
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
が
魚
津
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
の
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
。

漁
協
の
合
併
の
話
は
、
新
聞
な
ど
で
も
報

道
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に
は
、
ロ
の
漁
協
が

一
つ
に
な
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
過
程
で

は
、
魚
市
場
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
魚
商
組

合
も
協
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

今
後
、
魚
津
港
の
拡
張
や
テ
ク
ノ
ス
ポ
ー

ツ
ド
ー
ム
の
建
設
も
予
定
さ
れ
、
魚
津
港
周

辺
の
開
発
も
進
め
ら
れ
る
と
思
う
が
、
そ
の

際
に
大
事
な
の
は
、
や
は
り
道
路
の
ア
ク
セ

ス
の
問
題
だ
と
思
う
。

ゴ
ミ
問
題
は

み
ん
な
で
取
り
組
み
を

武
田

民
生
部
に
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
仕

事
が
あ
る
な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
健

康
セ
ン
タ
ー
と
社
会
福
祉
課
だ
け
か
と
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
市
民
生
活
課
や
保
険
年

金
課
も
あ
り
、
窓
口
の
広
さ
に
び
っ
く
り
し

て
い
ま
す
。

人
が
人
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、
限
ら
れ

た
予
算
の
中
で
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
仕
事

を
し
て
い
た
ん
だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
。
行

政
に
対
し
て
は
、
要
求
す
る
こ
と
と
求
め
る

d

可
コ
ミ
の
焼
却
炉
を
の
、ぞ
く
武
田
さ
ん

こ
と
、
与
え
ら
れ
る
こ
と
ば
か
り
思
っ
て
い

た
私
自
身
の
反
省
の
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

施
設
の
視
察
で
は
、
西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー

で
実
際
に
ゴ
ミ
を
処
分
す
る
現
場
を
見
て
き

ま
し
た
。
普
段
な
に
げ
な
く
出
し
て
い
る
ゴ

ミ
で
す
が
、
そ
れ
を
処
分
す
る
現
場
は
大
変

な
作
業
で
す
。
ゴ
ミ
問
題
は
、
市
に
任
せ
て

ば
か
り
じ
ゃ
な
く
、
台
所
を
預
か
る
私
た
ち

自
身
が
本
気
に
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
保
育
所
関
係
、
老
人
福
祉
や

母
子
福
祉
の
関
係
な
ど
の
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
ど
ん
な
障
害
を
持
っ
た
人
で
も
人
間
ら

し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
に
努
力
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。

住
宅
団
地
の
造
成
と

道
路
網
の
整
備
を

高
木

道
路
を
作
る
の
が
い
か
に
大
変
な
こ

と
か
。
ま
た
、
費
用
も
か
か
る
な
と
い
う
の

が
、

一
日
建
設
部
長
を
体
験
し
た
私
の
素
直

な
感
想
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
魚
津
の
発
展
を
考
え
る
と
、

まてう 市 てるかま下視 入ン館りだなレ津 てうし宅や
開いいご 長 もだるだ水察浄れドや整なもべ駅都いがながは
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表
彰
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

百 F三三.'.3

漏iB軽
量;蚕;
さiう瑞j
全霊:
長掌j

古
島
3
8
2
0
l
m

富
山
県
議
会
議
員
7
期
な
ど
、

多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展

に
尽
く
さ
れ
た
。

中
央
通
り

1
1
7
1
1

魚
津
商
工
会
議
所
副
会
頭
3
期

な
ど
、
多
年
に
わ
た
り
中
小
企
業

や
商
庖
街
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

桝ftal 
崎3

民之
さ

ん

歳

中
央
通
り

2
1
3
l
m

多
年
に
わ
た
り
魚
津
保
護
区
保

護
司
と
し
て
、
犯
罪
者
の
更
生
な

ど
更
生
保
護
活
動
に
尽
く
さ
れ
た
。

末
広
町
9
1
3

多
年
に
わ
た
り
家
庭
児
童
相
談

員
業
務
に
精
励
さ
れ
、
児
童
福
祉

の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
。

山2
口;
:昌三き
，円よ

衣い
さ

ん

70 
歳

上
村
木

1
l
H
1
8

多
年
に
わ
た
り
新
川
女
子
高
校

な
ど
の
学
校
医
と
し
て
、
学
校
保

健
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。

本

江

公

民

館

ひ
と
り
一
文
化
事
業
と
し
て
地

域
の
伝
統
文
化
の
継
承
に
力
を
入

れ
る
な
ど
、
地
域
住
民
の
学
習
活

動
に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
た
。

危機
撃
謹
書
一

日
月
日
日
に
行
わ
れ
た
魚
津
市

と
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
合

同
納
税
表
彰
式
で
、
次
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

市
長
感
謝
状

新
道
区
納
税
貯
蓄
組
合

(
組
合
長
僑
本
幸
夫
)

酒
井
富
信
(
神
明

2
区
納
税
貯

蓄
組
合
長
)

連
合
会
長
表
彰
状

島
尻
1
区
納
税
貯
蓄
組
合

(
組
合
長
三
田
敏
雄
)

北
山
区
納
税
貯
蓄
組
合

(
組
合
長
清
河
和
夫
)

中
尾
善
作
(
石
垣
平
区
納
税
貯

蓄
組
合
長
)

松
井
寄
夫
(
新
金
屋
3
区
納
税

貯
蓄
組
合
長
)

鋪
閣
噛
噛
閣
壇
場

平
成

6
年
度
優
良
消
防
職
団
員

と
し
て
、
次
の
は
μ

名
の
方
に
富
山

県
知
事
よ
り
現
場
表
彰
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

消
防
団
員

(
分
団
順
)

芝

山

久

男

有

坂

荒

江

道

昌

溝

口

石

橋

勉

印

田

中

島

治

夫

徳

本

荒

地

彰

悦

松

本

本

元

幸

俊

高

瀬

守和俊政圏
実久雄一雄男

a 



市の人件費の状況

出合重
戸f:L kll重量i

ろ ;産
主;業;
~ f藍j
~ [~表l
草場

. _.--
.，.:-・

魚
津
製
作
所
株
式
会
社

末
広
町
4
ー
ロ

多
年
に
わ
た
り
各
種
統
計
調
査

員
と
し
て
尽
力
さ
れ
、
特
に
工
業

統
計
調
査
に
貢
献
さ
れ
た
。

駅
前
新
町
9
l
M

多
年
に
わ
た
り
各
種
統
計
調
査

員
と
し
て
尽
力
さ
れ
、
特
に
生
活

動
態
統
計
調
査
に
貢
献
さ
れ
た
。

多
年
に
わ
た
り
毎
月
勤
労
統
計

調
査
に
協
力
さ
れ
、
労
働
行
政
に

貢
献
さ
れ
た
。

色

津

市

平
成

5
年
住
宅
統
計
調
査
に
お

い
て
、
極
め
て
優
秀
な
成
績
で
あ

っ
た
。

0職員手当の状況 (5年度支給割合、国家公務員に同じ)

区分 魚 i宰 市

期末 勤勉 6 月期 1期6か末月分 0 勤6か勉月分

12 月期 2.0か月分 0.6か月分
手当 3 月期 0.5か月分 一月分

4.1か月分 1 . 2か月分

職退手当

最支高給限率度額 自己都月合分 勧奨
60.0か 62.7 か月分

勤続 20年 21.0か月分 28.875か月分
勤続 30年 41.25か月分 54.45か月分
勤続 35年 47.5か月分 62.7 か月分 4_.-._  --- --- --- --- --- --- --- ---

(単位:人))内は対前年増減数o部門別職員数の状況 (

方
々
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

市
展
大
賞

絵

画

関

口

孝

子

書

松

原

春

渓

彫

刻

津

田

季

香

工
芸
大
久
保
好
絵

写

真

坂

木

克

紀

市
展
賞

絵

画

松

島

義

雄

/

金

川

澄

子

書

大

島

精

吾

/

山

本

蒼

翠

彫

刻

綾

坂

広

志

工

芸

伊

井

静

子

/

五

島

孝

正

写

真

岩

寺

陽

子

/

飯

田

恭

子

a 

音1$ r~ 平成 4年 平成 5年 平成 6年

議会 5 6 (+ 1 ) 6 

総務 73 (+ 1 ) 75 (+ 2) 75 

税務 19 (-1 ) 19 19 

骨支
労働 3 (-1 ) 2 (-1 ) 2 

農水 25 (ー 1) 26 (+ 1 ) 26 

ff 
商工 7 7 7 

土木 42 49 (+ 7) 51 (+ 2 ) 

政
民生 112 116 (+ 4 ) 115 (-1 ) 

衛生 31 18 (-13) 17 (-1 ) 
ノj、計 317 (-2 ) 318 (+ 1 ) 318 (i: 0 ) 

特行
教育 89 (+ 4) 91 (+ 2 ) 91 

消防 44 (+ 2) 46 (+ 2) 48 (+ 2) 
別政 小計 133 (+ 6 ) 137 (+ 4 ) 139 (+ 2 ) 

普通会計計 450 (+ 4 ) 455 (+ 5 ) 457 (+ 2 ) 

水道 12 12 12 

営公企業 下水道 19 19 19 

等
その他 23 (-2) 21 (-2) 21 

小計 54 (一 2) 52 (-2) 52 
l口k 言十 504 (+ 2 ) 507 (+ 3 ) 509 (+ 2 ) 



「歳 入1収入済額 66億2.306万円(収入割合38.5%) 「歳 出1支出済額 65億7.867万円(支出割合38.3%)
上段:予算額 下段:収入済額 上段:予算額 下段:支出済額

(億円) 30 20 15 10 5 10 15 20 25 30 (億円)

33億7，837万円

10億4.173万円(支出割合30.8%)
税II教育費

民生費
30億8，676万円

12億7，995万円(41.5%)

19億円 21億4，431万円

16億5，295万円(87.0%) 6億8，816万円(32.1%)

11億8，850万円 21億2，200万円

l億2，049万円(10.l%) 9億7，972万円(46.2%)

11億2，487万円 16億7，224万円

1億6，922万円(15.0%) 5億5，064万円(32.9%)

9億7，629万円 15億7，469万円

10億1，972万円(104.4%) 6億5，295万円(41.5%)

7億6，390万円 10億5，247万円

1億4，090万円(18.4%) 1億9，711万円(18.7%)

23億4，190万 21億5，835万円

6億7，902万円(29.0%) 11億8，841万円(55.l%)

A 



執

会 計区 分 予算 額
収入済額

下水道 事業 29億7，9万1円2 3億5，9万88円

農業集落排水事業 9億 705 8，604 

簡易水道 事業 2億4，540 767 

国民健康保険事業 29億 509 9億1，578

老人保健医療事業 42億6，71618億8，021

水 族 館 事業 2億2，690 9，198 

言十 115億3，07233億4，156

「水道事業会計1

・給水人口

・給水戸数

・給水量

く〉建設改良工事く〉

40，086人

11，921人

197万7，006m3 

イ丁 状 況

収入
支出済額

支出
割合 割合

12.% 1 8億2，0万1円9 27.% 5 

9.5 1億5，867 17.5 

3.1 1，536 6.3 

31.5 10億4，897 36.1 

44.1 18億6，802 43.8 

40.5 9，823 43.3 

29.0 40億 944 34.8 

今年度は、 建設改良工事として事業費3億4.700万円を計画 し

ており、 9月末までに完工した主なものは、次のとおりです。

-国道8号バイ パス側道配水管布設工事 1，145万円

・県道阿弥陀堂魚津停車場線配水管布設替工事 1，262万円

-市道新角川上U線配水管布設替工事

・県道金山谷田方町線配水管布設替工事

1，143万円

1，212万円

0 損益収支状況

科 目 予算額 収入 額 割合(%)1

収 給 7.1< 収 益 5億 407万円 2億7，278万円 54.1 1 

受託工事 収 益 5，676万円 3，356万円 59.1 I 

入 その他収 益 2，362万円 2，120万円 89.8 I 

i5' 言十 5億8，445万円 3億2，754万円 56.0 

科 目 予算額 支 出 額 割合(刈

給 水 費 用 1億3，806万円 3，562万円 25.8 

支
受 託工事費 5，273万円 2，781万円 52.7 

総 係 費 1億2，016万円 4，570万円 38.0 
出

その他 費 用 3億2，197万円 9，003万円 28.0 

メ仁k1 計 6億3，292万円 1億9，916万円 31.5 

a 

総 額 126億6，500万円

市民一人当たり 259，120円

「目的別1

土 木 債 37億1，700万円

教 育 債 25億5，100万円

公 営住 宅 債 8億6，200万円

臨時財政特例 債 4億9，900万円

特別地方 債 4億3，500万円

そ の 他 46億 100万円

「借入先別1

大 蔵 省 54億8，900万円

垂R 政 省 20億6，800万円

公営企業金融公庫 5億8，100万円

新川水橋信用金庫 20億3，200万円

そ の イ也 24億9，500万円

会計区分 借 入 額

一 般 1ヨミ』 計 2 億 円

下 水 道事業 4 億 円

土 地 建 物

100万4，739rrl 16万6，186rrl

南匡記事
基 金 有価証券・その他

51億692万円 2億5，101万円

導参魯 8J立会



除
雪
は
新
雪
刊
叩
か
ら

今
冬
の
除
雪
は
、
市
所
有
の
除

雪
車
と
市
内
業
者
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
て
、
道
路
交
通
確
保
に
あ

た
る
予
定
で
す
。

対
象
路
線
は

3
1
2
路
線
、
2

0
4
M
で
、
新
雪
が
叩

m
以
上
に

な
っ
た
場
合
に
出
動
し
ま
す
。

除
雪
は

パ
ス
路
線
を
優
先

除
雪
計
画
路
線
は
、
交
通
量
や

生
活
に
か
か
わ
る
重
要
性
を
考
慮

し
て
、
第
1
種
か
ら
第
3
種
に
区

分
し
、
第
1
種
か
ら
順
に
除
雪
し

ま
す
。

除雪についての問い合わせは

市建設課まで22二12:

-
第
l
種
路
線
パ
ス
運
行
路
線

・
第

2
種
路
線
主
に
通
学
、
通

勤
な
ど
市
民
生
活
に
直
接
影
響

す
る
路
線

-
第

3
種
路
線
比
較
的
交
通
量

が
多
い
路
線

※
道
路
幅
が
狭
い
な
ど
除
雪
車
が

入
れ
な
い
道
路
は
、
地
域
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
除
雪
を
お

願
い
し
ま
す
。

流
雪
溝
や
水
路
へ
の

投
雪
は
計
画
的
に

流
雪
溝
や
水
路
等
へ
の
無
秩
序

な
投
雪
は
、
水
が
あ
ふ
れ
ト
ラ
ブ

ル
の
も
と
に
な
り
ま
す
。
地
区
で

話
し
合
い

、
計
画
的
な
投
雪
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
は
使
用
禁

止

下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
に
雪
を

投
入
す
る
と
、
異
物
が
山
出
入
し
て

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
処
理
機
能
が
低

下
し
ま
す
。
除
排
雪
に
は
使
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

路
上
駐
車
は

み
ん
な
の
迷
惑

除
雪
、
特
に
早
期
除
雪
は
時
間

と
の
闘
い
で
す
。

こ
の
時
に
一
番

困
る
の
が
路
上
駐
車
で
す
。
除
雪

の
邪
魔
に
な
り
、
時
聞
の
ロ
ス
が

出
ま
す
。
た
だ
で
さ
え
狭
い
雪
道
。

路
上
駐
車
は
、
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

老
人
世
帯
な
ど
の

除
雪
に
ご
協
力
を

次
の
よ
う
な
世
帯
に
つ
い
て
、

地
区
の
民
生

・
児
童
委
員
を
通
じ

所
一二ばとし守
山

カ
一

発

!

2
一

海

、

口一

図
一
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刷
炉
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田
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v
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H

d

E

E

-
-
-
H
.
 

て
一1

捨
一
雪
H

、角
川

の

河

口

て、

雪
お
ろ
し
や
除
雪
の

依
頼
が
あ
っ
た
と
き
は
、

町
内
ぐ
る
み
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

①
一
人
暮
ら
し
老
人
や
老

夫
婦
世
帯

②
母
と
小
学
生
以
下
か
ら

な
る
母
子
世
帯

③
世
帯
主
が
重
度
の
身
体

障
害
者
で
あ
る
世
帯

④
老
人
と
小
学
生
か
ら
な

る
世
帯
や
老
人
と
凶
歳

未
満
の
女
子
か
ら
な
る

世
帯

⑤
世
帯
主
が
長
期
入
院
中

の
世
帯

※
以
上
の
世
帯
で
近
隣
に

親
戚
が
な
い
世
帯
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

片貝大橋

8
号
線
片
貝
大
橋
下
流
の
左
岸

水
道
包
巴
も

各
り
怠
〈
右

冬
期
間
は
、
水
道
管
や
蛇
口
が
凍
っ

て
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
道
管
が

露
出
し
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
で
は
、

保
温
材
を
取
り
付
け
る
な
ど
、
水
道
管

に
も
冬
じ
た
く
を
し
ま
し
ょ
う
。

。
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
の
バ
ル
ブ

を
締
め
、
破
裂
し
た
部
分
に
布
か
テ
ー

プ
を
巻
き
つ
け
て
応
急
手
当
を
し
、
指

定
工
事
庖
へ
連
絡
し
修
理
し
て
く
だ
さ

い
。
修
理
費
は
、
利
用
者
で
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

。
蛇
口
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

タ
オ
ル
か
雑
布
を
か
ぶ
せ
て
、
上
か

ら
ゆ
っ
く
り
と
お
湯
を
か
け
て
と
か
し

て
く
だ
さ
い
。
じ
か
に
熱
湯
を
か
け
る

と
、
水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

。
積
雪
期
の
メ
ー
タ
ー
検
針

水
道
の
メ
ー
タ
ー
は
、

2
か
月
ご
と

に
日
を
定
め
て
検
針
し
て
い
ま
す
が
、

冬
期
間
に
は
積
雪
の
た
め
検
針
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

前
回
の
使
用
量
や
前
年
同
期
の
使
用
量

を
参
考
に
し
て
料
金
を
決
定
し
、
次
回

の
検
針
で
精
算
し
ま
す
。
ま
た
、
メ
ー

タ
ー
器
の
上
に
は
物
を
置
か
な
い
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

。



年
来
年
始
の
休
業
休
館
の
案
内

圃
市
役
所

ロ
月
初
日

1
1
月

3
日

市
役
所
で
は
、
こ
の
期
間
に
は

一
般
事
務
の
取
り
扱
い
を
行
い
ま

せ
ん
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
た
だ
し
、
出
生
・
婚
姻

・
死

亡
な
ど
の
戸
籍
届
書
は
、
市
役
所

宿
直
室
で
取
り
扱
い
ま
す
。

圃
水
族
館

・
埋
没
林
博
物
館

ロ
月
初
日

1
1
月

1
日

圃
新
川
文
化
ホ

l
ル
・
市
民
会
館

桃
山
運
動
公
園

(
野
球
場

・
陸

上
競
技
場

・
運
動
広
場
)
・
総
合

体
育
館
・
百
楽
荘
・
経
由
福
祉

セ
ン
タ
ー

ロ
月
初
日

1
1
月

3
日

圃
市
営
温
水
プ

l
ル

ロ
月
初
日

1
1
月

4
日

市 議
12月定例会日程

会期14日間

.，6.， 
~ 

コミ
• 

み
な
さ
ん
へ
の
お
願
い

-
休
業
期
間
中
、
ゴ
ミ
収
集
場
に

ゴ
ミ
を
絶
対
に
出
さ
な
い
で
/

コ 尿

12 
29日(木) 平常通り

月
30日幽 平常通り|午前中のみ

31日(士)

1日(日)
休 み

1 2日(月)

3日(火)

4日休)

月 5日(木)

6日ω 平常通り

年
末
に
は
多
量
の
ゴ
ミ
が
出
さ

れ
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
り
、
決
め

定例会開会

代表 ・一般質問

一般質問

民生消防委員会

建設委員会

産業経済委員会

総務文教委員会

討論採決

12月6日(火)

12日(月)

13日(火)

14日休)

15日(本)

19日(J-J)

冬
期
休
館
・
休
園

画
歴
史
民
俗
博
物
館

(
歴
史
民
俗

資
料
館

・
吉
田
記
念
郷
土
館
)

ロ
月

1
日

1
3月
引
日

圃
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド

ロ
月

1
日

1
3月
引
日

ミス'9-・ワリ-~内ゴミひとくち講座⑨

イ吏ったりした

どれだけの値

1 字文

レ
尿
の
収
集
巴
つ
い
て

ら
れ
た
日
、
決
め
ら
れ
た
時
間
(
午

前
8
時
ま
で
)
に
ゴ
ミ
収
集
場
へ

出
し
て
く
だ
さ
い
。

-
次
の
期
聞
は
、
直
接
持
ち
込
み

(
有
料
)
ゴ
ミ
の
処
理
を
休
み
ま
す
。

o
西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
可
燃
ゴ
ミ
)

ロ
月
紅
白
j

1
月

3
日

0
宮
沢
清
掃
セ
ン
タ
ー
(
不
燃
ゴ
ミ
)

ロ
月
初
日

1
1
月

3
日

-
し
尿
く
み
取
り
の
申
し
込
み
は

お
早
自
に
/

年
末
は
、
し
尿
く
み
取
り
の
希

望
者
が
多
く
な
る
た
め
、
申
し
込

み
は
早
目
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
便
そ
う
に
余
裕
が
あ
る
世

帯
に
は
、

1
月
に
入
っ
て
か
ら
収

集
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

V
申
し
込
み
先

(
有
)
魚
津
環
境
衛
生

窓
辺
1
3
3
3
1

「ゴミの値段は高くつく」の巻
缶、ビン、包装材は、商品を飲んだり、食べたり、

とたんに望号らなくなりゴミとして#ド出されているカヘ

段なのかお知えてあげよう 。

①トレ一

白いトレ -1枚で4円 ~8円、模様が入ったりした高級品で1枚 10円。
②飲料缶、ペ ッ トボトル

容器の大きさや生産量によって異なるがおおよそ売り値の15~30%
が容器代。空 き缶は 1 本20円 ~30円、ペットボトルは 1 本約50円 。
③スーパーの買物袋

スーパーのレジで渡されるプラスチック袋もただではない。

3 円 ~7 円 。

し、かがじゃな。これらの物は、すぐにゴミとなり処理されている

が高いゴミじゃな。 それと当然ゴミ処理費用もみなさんの税金で払

っている二重の負担じゃ、もったいないのう。

みなさん節約を考えよう 。 たとえば以前のように買物袋を持参し

てプラスチ ッ ク袋を受けとらないようにすることもできるのじゃな

し、カ‘な。

それていは今月の講義はこれまで、 また来月会おう。

a 



話題
お知らせく fごさい。

広聴係 ft23-1015

ホールに響くハーモニー
魚津市小学校音楽会が、11月11日、

新川文化ホールで行われました。

この日は、市内13校の代表728名が

参加し 、美しい合唱や合奏を披露し

ました。

会場の大ホールは音響効果が抜群

とあって、児童たちは大張り切り 。

5番めに登場した本江小学校の 2年

生は「しおまねきのサンノく」と「おか

しのすきな魔法使い」を合唱。全員

かわいい衣装を付け、楽しい歌声を

聞かせてくれました。

::: ~':J.:f(~o:i 品 》i1Þit曲、 {:"<ì~'\~~.:;::<! 叩ぜるS紗ど込:s:~

みんな地球に生きる人
アグネス ・チャンを講師に招いた市民

講演会が、 11月16日 新川文化ホールで

講演会は、

開こうと 、新川

母親クラブな

委員会を作り実

としてたくまし

「みんな地球

。ボランティア

の出会いなど、

愛する事の大切

a 

小川寺-青柳間

天神山トンネル貫通
県が平成 4年 12月から建設中の天

神山トンネルの貰通式が、11月16日、

県 ・市 ・工事関係者ら約60人が出席

して行われました。

県土木部の竹島忠次長が発似ボタ

ンを押すと、 ドーンという大音響と

ともに、延長881m、l幅10.25mのト

ンネルが111.通。小川寺側から竹島次

長、育相11側から石川市長が歩みより、

がっちりと握手を交わしました。

7年度中には開通の予定て¥狭く

曲がりくねった山あいの道を通らず

に、 黒部市側のスーパー農道から一

気に育相IJ地区へ抜けられることにな

ります。



平沢地区

下水道と融雪施設が完成
片貝の平沢地区で下水道施設と融雪

施設が完成し、 10月27日、完成通水式

が行われました。

下水道施設は、農村下水道整備事業

として取り組まれ、総事業費8，600万円。

浄化センターと 574mの下水管が敷設さ

れています。また、融雪施設は、地下

水を利用した連続散水方式で延長807m、

総事業費約4，400万円です。

今まで農業用水の汚染と雪に悩まさ

れてきた平沢地区の皆さんは、これで

<T'(' ~，，，.，，，.，........ .~... ........__ 

ifV'{';~ψ<<.<;-<<冊牢明正~":!.#~"i紋尉~;::;P.lè均，.~'. ; ':<~. 

j奇麗になりました
; 今年の 3月から進められていた上

z 野方小学校の大規模改造工事が完成

j し、 11月6日、完工式が行われまし

?た。

S 今回の改造は、校舎内外壁の改修、
そ 児童玄関の拡帳、トイレの全面改修、

? 体育館床の張り替えなど総工費約 l
: 億4，500万円をかけ行われたものです。

完工式には、児童やPTAなど関

係者多数が出席し、児童を代表して

6年生の大谷佳広君が「新しくなっ

た校舎で、新しい上野方小学校の歴

史を作ります」とお札の言葉を述べ

1 ました。
九時間耐品川

祝 上野方小学校大規模改造完工式

す

::1. 

官民

s 
g 

ゑ
い」と講演。その後、人形を使ったおむ 3 
つのかえ方やお風呂の入れ方の実習を行 3 
いました。ぎこちない手つきに「それじ き

がにうれしそうでした。 ["""簡単そうでむ 子

ずかしいもんですね。元気に生まれでさ

えくれれば」と、人形をわが子のように j 

ダッコしていました。 i、

刊 行:O?宇

ガンバレ./ノYノて候補生
パパの育児教室が、 11月17日、健康セ

ンターで聞かれました。対象はもうすぐ

ー児の父となる男性て¥この日は15組の

夫婦と男性 2人が参加しました。

まず、心理相談員の橋本順子さんが、

「子どもには無条件の愛情を注いでほし

や、かぜひくわよ」と言われながらも 、

なんとか、おむつをかけかえた時はさす

命

の
部
5
晶

彦
蜘
1



ア
フ
リ
カ
マ
ラ
ウ
イ
ヘ

青
年
海
外
協
力
隊
員

園、7'
あの人

乙のケ，ιイ侯必=

ヌl5 

尾
ふとL
日

勇

治

さ

ん

(
お
歳
・
東
城
)

マラウイ共和国 (Republic of Malawi) 
1.面積 11.8万krrf(北海道と九州をあわせた面積)

2. 人口 933万人(1993年推定)

3.公用語チェワ語、英語

4.略史 1964年英国から独立

1994年 複数政党制による独立後初めて

の大統領、議会選挙

5 ~ 10月は乾期で平均気温は200C、雨期

は暑く2rc。
タバコ、紅茶、砂糖業

青
年
海
外
協
力
隊
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

国
際
協
力
事
業
団
が
、
い
わ
ゆ
る
発
展
途
上

国
の
開
発
援
助
の
た
め
に
、

2
年
間
、
初
歳

か
ら
ぬ
歳
ま
で
の
青
年
を
派
遣
し
て
い
る
組

織
で
す
。
隊
員
は
、

一
回
分
の
往
復
旅
券
と

生
活
費
な
ど
を
支
給
さ
れ
、
単
身
、
水
や
電

気
の
な
い
所
へ
も
飛
び
込
ん
で
行
き
ま
す
。

市
内
か
ら
、
今
月
、
東
城
の
尾
谷
一
勇
治
さ

ん
が
ア
フ
リ
カ
の
マ
ラ
ウ
イ
へ
派
遣
さ
れ
ま

す
。
「
外
国
へ
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
け

れ
ど
、
た
だ
の
遊
び
よ
り
は
何
か
役
の
立
つ

こ
と
で
U

仕
事
を
投
げ
打
つ
て
の
参
加
で
す
。

魚
津
工
業
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
市
内
の

企
業
な
ど
で
工
作
機
械
の
修
理
を
主
に
担
当
。

マ
ラ
ウ
イ
で
は
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
身

体
障
害
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
で
車
椅
子
の
修
理
や
、
村
の
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
の
修
理
を
行
い
ま
す
。
子
ど
も
と
仲
良

く
な
っ
て
、
け
ん
玉
な
ど
日
本
の
遊
び
も
教

え
て
き
た
い
そ
う
で
す
。

「
家
族
に
は
心
配
を
か
け
る
だ
ろ
う
し
、

別
れ
も
さ
み
し
い
。
言
葉
も
通
じ
る
か
ど
う

か
。
帰
っ

て
か
ら
の
就
職
も
心
配
で
す
。

で

も、

2
年
間
を
大
切
に
し
て
、
多
く
の
人
と

接
し
、
い
ろ
ん
な
事
を
勉
強
し
て
き
た
い
日

ロ
月

8
日
、
不
安
と
期
待
を
胸
に
、
ア
フ

リ
カ
へ
旅
立
ち
ま
す
。

産6 

いことだと思います。

秋もいろんなものを楽しめる季節です。柿やみか

んがおいしく食べられ 日本のひとつのシンボルと

も言われている菊も美しく咲いています。「秋の味」

のビールも発売されています。子どもたちが公園で

きれいな落葉で遊んだり、どんぐりを集めたりして

元気そうに走り回っています。お相撲にも興味があ

り、主人と毎日秋場所をテレビで楽しんでいます。

私は秋が大好きです。結婚したのは 5月て¥オー

ストラリア

の素晴らし

い秋の日で

した。

魚津に来

て富山の秋

を経験する

ことカfで、き

て、大変う

れしいです。

(11月16日記)

魅力的な富山の秋

(住吉保育園の園児たちと紅葉がり)

へレン・ケネディ)

富山の山の紅葉は何という美しいもの /

朝、家を出て、まず山の方を向いて紅葉で燃えてい

るような景色を見て感動します。さわやかな秋の空気

も元気づけてくれます。スポーツや活動的なことをす

るのに一番気持ちのいい時期だと思います。

10月に利賀村へ連れて行っていただき、有名な劇団

スコ ットの夜の公演を野外劇場で見て、本当に感激し

てしまいました。

ステージは湖のほとりにあって バ ックになってい

る山も美しく照らされていて、まるで夢のようでした。

オーストラリアでは、劇団スコ ットをテレビで見た

ことがありましたが 利賀村のあんなすばらしい秋の

背景で実際に見たことは、一生忘れられないでしょう。

千何百人しかいない小さな村で、世界一流のものを見

られるのはなかなか考えられないことですね。

日本人が季節を大切にして、季節に合わせて行事を

やったり物を食べたり飲んだりするのは大変おもしろ

企

(魚津市国際交流員



青
春
い
き
い
き

エ
リ
ッ
サ
・
ア
ン
・

パ
ロ

l
ズ
さ
ん

魚
津
同

校
英
語
指
ミ首 f 町、

高24
一 岩
手 )

ELlSSA ANNE BURROWS ~i気箇おもυ§薗科ω@
カ
ナ
ダ
の
オ
タ
ワ
か
ら
7
月
に

来
ま
し
た
。
日
本
は

2
度
目
。
去

年
の
秋
、
佐
渡
島
で

3
か
月
間
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
い
た
ん
で
す
。

魚
津
に
来
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
や
さ
し
い
し
、
山

や
海
が
美
し
い
。
学
校
も
楽
し
い

で
す
よ
。
生
徒
に
は
会
話
を
中
心

に
教
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
日
本
舞
踊
な
ど
い
ろ

い
ろ
学
ん
で
み
た
い
で
す
ね
。
魚

津
の
レ
ス
ト
ラ
ン
も
全
部
回
っ
て

み
た
い
。
今
ま
で
お
く
ら
い
か
な
。

元
気
く
ん
と
ス
ワ
ス
っ
ち
ゃ
ん

隆
文
く
ん

河
崎

み

や

ニ

都
子
ち
ゃ
ん

上
村
木

大
光
寺

市
山

(
信
之
・久
子
さ
ん
夫
妻
の
次
男
)

平
成

5
年
3
月
日
日
生
ま
れ

(
登
志
緒
・香
里
さ
ん
夫
妻
の
長
女

平
成

5
年
4
月

げ

日

生

ま

れ

ノ
/ 

J Jf 
号令

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

冗
気
に
、
た
く
ま
し
く

育
っ
て
ほ
し
い
。

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

女
の
子
ら
し
く

や
さ
し
い
子
で
い
て
ね
。

アン
冬の鍋料理の材料にはズワイカ、、ニやタラ、フグと

たくさんあるが、忘れてならないものにアンコウが

ある。アンコウは押しつぶされたような頭部が体の

半分以上を占め 上から見るとうちわのように見え

る。口は大変大きい受け口て¥上下のあごにたくさ

んの鋭い歯が並ぶ。この体型は泳ぎ回るより海底生

活に適応したものと考えられている。海底に住むた

め、アンコウは独特の餌の捕り方をする。アンコウ

は偏平な体を砂中に埋めてカムフラージュし、背び

れのとげが変化した縦似餌付きの釣竿を小動物が動

いているように振る。J疑似餌に近づいた魚、は-11舜に

水とともに飲み込まれる。

富山湾にはアンコウとキアンコウの 2種類が生息

するが、普通両者は区別されずにアンコウと呼ばれ

ている。届先のアンコウはすでに切り身になってい

るが、機会があればその下し方を見てほしい。柔ら

かい体のため、「吊し切り」という独特の方法を使う。

解体した後はあご以外は捨てるところがなく、皮と

肝臓、卵巣、胃、はほ肉、ひれ、肉を「アンコウの

七つ道具」と呼び、材料に合った料理にする。

アンコウは体に傷がつきやすく、水そう飼育の難

しい魚、の一つである。飼育に成功しても 、砂地で終

日、じっとしている。飼育係は冷凍の魚に糸をつけ、

アンコウの自の前で生きている魚のように動かして

食べさせる。餌は 3日に一度与え、その度にアンコ

ウと飼育係のだまし合いが行われる。

(写真 ・文魚津水族館)

ウコ

こ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

8
M
1
2
4
0
2
 

ー
ロ
月
の
行
事
|

女
ケ
l
キ
作
り

・
3
日
(
土
)
午
後
1
時
鈎
分
1

こ
ば
と
母
親
ク
ラ
ブ
の
お
母
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
ケ
ー
キ
を
作
り

ま
す
。
参
加
は
小
学
生
。
無
料
で
す
。

女
ク
リ
ス
マ
ス
会

・
げ
日
(
土
)
午
後
2
時
j

参
加
希
望
者
は

2
0
0
円
を
そ

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

定
員
は
小
学
生

ω名
(
申
込
順
)
。

※
く
わ
し
い

事
は
、
こ
ば
と
児
童

セ
ン
タ
ー
ま
で
グ

〈
休
館
日
の
お
知
ら
せ
〉

毎
週
月
曜
日

・
国
民
の
祝
日

年
末
年
始
(
ロ
/
m
u
l
l
/
3
)

可

4
4
4
4
1
1
1
4句
1
1
1
1
1
1
1
1
4
d

一

ご
み
減
量
・
資
源
化

一

一

講
演
会
(
入
場
無
料
)

一

一

日
時

ロ
月
間
日
(
日
)
一

一

午

後

1
時
鈎
分
j

一

一
会
場

市

民

会

館

一

十
講
師

↑

一
厚
生
省
生
活
環
境
審
議
会
一

一

委

員

松

田

美

夜

子

先

生

一

一

間
合
先

市
役
所
市
民
生
活
一

十

課

企
お
|
1
0
4
8
↑

命
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工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を

工
業
統
計
調
査
は
、
ロ
月
白

日
現
在
で
製
造
業
を
営
む
全
事

業
所
を
対
象
に
通
産
省
が
実
施

し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
工
業

行
政
を
進
め
る
う
え
で
最
も
大

切
な
調
査
で
す
。

ま
た
同
時
に
、
従
業
員
鈎
人

以
上
の
事
業
所
を
対
象
に
、
「
石

油
等
消
費
構
造
統
計
調
査
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

V
間
合
先
市
総
務
課
行
政
係

合
お

|
1
0
1
9

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿

登
載
の
申
請
を

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在
で

叩
ア

l
ル
以
上
耕
作
し
て
い
る

農
業
者
の
申
請
に
よ
り
調
整
さ

れ
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、
申
請
書

を
ロ
月
中
に
地
区
農
業
振
興
委

員
を
通
じ
て
農
家
の
皆
さ
ん
に

配
付
し
ま
す
の
で
、

1
月
刊
日

ま
で
に
振
興
委
員
を
通
じ
て
農

業
委
員
会
事
務
局
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
0

・
名
簿
登
載
資
格
の
あ
る
人

①
平
成

7
年
1
月

1
日
現
在
で

市
内
に
住
み
、
平
成

7
年
3
月

白
日
現
在
で
満
初
歳
以
上
の
人

②
叩
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕

作
し
て
い
る
人

③
②
の
同
居
の
親
族
お
よ
び
配

偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね

ω日

以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

V
間
合
先

市
農
業
委
員
会
事
務
局

岱
お

|
1
0
3
2

県
政
モ
ニ
タ
ー募
集

県
で
は
、
県
政
に
対
す
る
意

見
や
要
望
を
広
く
県
民
の
皆
さ

ん
か
ら
聞
く
た
め
、
県
政
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

V
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

・
県
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
答

・
意
見
や
要
望
な
ど
の
提
言

V
募
集
人
員

ω名

V
任
期

2
年
間

(
平
成

7
年
4
月
よ
り
)

V
応
募
資
格

県
内
に
居
住
す
る
満
初
歳
以

上
の
方
で
、
県
政
に
関
心
を
お

持
ち
の
方
。

(
公
職
選
挙
法
に

よ
る
公
職
者
、
公
務
員
及
び
県

政
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
は
除
く
)

V
応
募
方
法

は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
(
ふ

り
が
な
)
・
性
別
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
職
業
区
分
(
①
農
林
・

漁
業
②
建
設
・
製
造
業
③
商
工

サ
ー
ビ
ス
業
・
自
由
業
④
主
婦

⑤
無
職
)
・
勤
務
先
・
各
種
モ
ニ

タ
ー
経
験
の
有
無
・
応
募
の
抱

負
(
印
字
程
度
)
を
記
入
の
上
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

V
締

切

平

成

7
年
1
月
白
日

(
当
日
消
印
有
効
)

V
選
考
結
果
モ
ニ
タ
ー
に
な

っ
て
い
た
だ
く
方
に
は
、

3
月

下
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

V
申
込
・
間
合
先

干
側
富
山
市
新
総
曲
輪
1
1
7

富
山
県
庁
企
画
部
広
報
課

企

0
7
6
4
l
u
|
3
1
3
3

用
水
路
の
断
水

大
海
寺
野
地
区
古
田
用
水
路

の
改
修
工
事
の
た
め
、
次
の
と

お
り
断
水
し
ま
す
。

断
水
期
間
:
:
:
ロ
月

1
日
1
平

成

7
年

3
月
日
日

断
水
地
域
・
・
・
・
・
・
道
坂
地
内
幹
線

用
水
路
の
分
岐
点
よ
り
下
流
の

古
田
用
水
路
ま
で

V
間
合
先

魚
津
市
土
地
改
良
区

g
n
|
5
6
5
6
 

新
し
い
門
出
を
祝
っ
〈

辛
戚
ヲ
年
戚

国民年金の保険料は
所得から控除されます
国民年金の保険料は、所得税法上、社会保

険料控除の対象となり、 1年間に支払った保

険料はその全額が所得額から控除されます。

給与所得者の「保険料控除申告」や 「確定

申告Jの際には忘れずに記入し、控除を受け

まし ょっ。

砂間合先

て式

1
月
日
日
(
祝
)

新
川
文
化
ホ

i
ル

(
大
ホ
!
ル
)

午
前
問
時

i
n時

V
成
人
該
当
者

昭
和

ω年
4
月

2
日
か
ら

昭
和
印
年

4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
。

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
方
に

は
、
年
賀
状
で
案
内
し
ま
す
。

V
間
合
先
市
社
会
教
育
課

g
n
l
1
0
4
5
 

市保険年金課国民年金係

ft23-1 0 1 2 

平成6年中の国民年金保険料額(単位:円)

1 か月のf呆~~駐車ヰ額

年 宮真
(町2月)1月一3月 4月一12月

定 額 10，500 11， 100 131，400 129，990 

定額+付加 10，900 11，500 136，200 134，670 

。



50，000円

60，000円

30，000円

50，000円

100，000円

2，555円

4，100円

30，000円

経団児童センター(仮称)の9，180円

30，000円

3，000円

5，000円

10，000円

50，000円

来
春

4
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
経

団
児
童
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
募
集

し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
親
し
み

ゃ
す
く
、
夢
の
あ
る
、
呼
び
や
す

い
愛
称
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
採
用
の
作
品
に
は
、
抽

選
で
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

-
応
募
方
法

は
が
き

1
枚
に
つ
き
1
点
と
し
、

次
の
事
項
を
記
入
の
こ
と
。

①
「
愛
称
」

・
そ
の
由
来

・
意
味

②
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
性
別

職
業
お
よ
び
電
話
番
号

-
応
募
締
切

平
成
7
年

1
月
訂

日
(
火
)
当
日
消
印
有
効

-
応
募
・
間
合
先

干
叩
魚
津
市
釈
迦
堂

l
im-
-

魚
津
市
役
所
社
会
福
祉
課

8
0
7
6
5
|
お

|
1
0
0
6

21，710円

50，000円

30，000円

100，000円

100，000円

25，000円

100，000円

砂社会福祉基金として

松下電子工業(鮒魚津工場

吉111奇英夫宮津

秋山輝夫新金屋一丁目

江田誠一新金屋一丁目

五十嵐幸品新宿

魚津市地域住宅相談所

佐生勝夫本新町

新
川
文
化
ホ
l
ル
へ
の
ご
寄
付

あ
り
、
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
だ

.
絵
画
1
点
八
木
道
夫
さ
ん

日
展
会
友
の
彫
刻
家
、
寺
崎

絵
画

3
点
魚
津
清
掃
公
社

明
さ
ん
の
作
品
「
海

・
遥
か
」

.ホl
ル
周
辺
の
植
樹
資
金

で
、
少
女
が
海
を
見
つ
め
る

-

と
し
て

ポ

l
ズ
を
と
っ
て
い
る
。

一

魚
津
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

ブ

ロ
ン
ズ
像
は
、

一
階
の

一

2
0
0
万

円

ポ

ケ

ッ

ト

ギ

ャ

ラ

リ

ー

に

展

一

魚
津
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

5
0
万
円

J
1
14
:
¥
¥
γ
j寸
J

・

一
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
富
山

.

一
ー
東

8

0
万
円

h

m

g

f

h

・・

一

魚
津
商
工
会
議
所
青
年
部
・
〓
真

岡

崎

臨

富

一

婦
人
部

5

0
万
円

i

i

f

i

1

J

4

・・

一
・
ブ
ロ
ン
ズ
像
と
黒
松

》

イ

}
1L
幽

一

魚
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

一

臨

臨
醇
凪

E

・・・聞l

一

ブ
ロ
ン
ズ
像
の
原
型
は
、

鴻

羽

目引

a掴
園

田
園

掴

圏

一

話情報

.市政情報テレホン・サービス

岱 22-3600

.キャプテン・サービス (テレビ画面案

内)市役所ロビー、水族館無料休憩所

.求人テレホン・サービス (魚津公共職

業安定所)男子(月~木)

女子(金 ・土) ft24-8841 

・税務テレホン・サービス (税務相談室

富山分室) 宮0764-31-9222

.健康テレホン・サービス (県保険医協

会) 包0764-42 -0003 

iご寄付ありがとう
ございましたく敬称略ジ‘

砂善意銀行へ

故吉崎 勇並木町

油本賢吉本町一丁目

魚津市美術文化協議会

和田正一六郎丸

加藤 央諏訪町

さんふれんど加積庖

上口保育園職員一同

東狐宏明友道

J Aうおづ魚津市農協農業祭

子供マンガコーナー

尾川健治新角川一丁目

(有)三井自動車友の会 天神町'新

伯)魚津銀金古島

J Aうおづ婦人部

伊井憲治上口二丁目

電

命

12月のテーマ

(月) カラオケと声帯ポリープ

(火) 左ききは矯正が必要か

(水) ストレス解消のための三本柱

(木) 歯磨き剤を効果的に使う方法

(金) お酒の飲み方と二日酔い

(土・日)スキーシーズンに備えた健康管理



問
図
p
m

12月の日曜開館

11日・ 25日
翌月曜日は休館です。

ゆ
っ
く
り
と

各
駅
停
車
本
の
旅
・
・
・
⑨

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
〉

金
正
日
の
核
と
軍
隊
李

忠

国

後
藤
田
正
晴

鈴

木

啓

之

徳
大
寺
有
恒

立

花

隆

政
と
官

肌
の
歳
時
記

ク
ル
マ
の
提

臨
死
体
験
上
下

同
防
ゐ
大
好
き

お
せ
ち
と
年
末
年
始
の
お
も
て
な

し

松

本

忠

子

早
死
す
る
食
事
白
鳥
早
奈
英

る
る
ぶ
情
報
版
M
l
%
J
T
B

〈
文
学
・
小
説
〉

検

察

捜

査

中

嶋

博

之

妻
の
言
い
分
夫
の
言
い
分
築
地
書
館
編

闇

の

通

い

路

永

井

路

子

夢

に

つ

い

て

吉

本

ば

な

な

呑

々

草

子

杉

浦

日

向

子

風

紋

乃

南

ア

サ

夜
に
忍
び
こ
む
も
の
渡
辺
淳
一

夢

に

殉

ず

上

下

曽

野

綾

子

深

い

降

西

村

寿

行

〈
富
山
の
本
〉

と
や
ま
住
ま
い
考
北
日
本
新
聞
社

魚
ご
こ
ろ
人
ご
こ
ろ
蓑
島
良
二

福
島

美
紀
さ
ん(
友
道
)

∞
と
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
の
コ
ー

ナ
ー
を
よ
く
利
用
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
曲
が
け
つ
こ
う
入
っ
て
い

て
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
も
の
を

増
や
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

人
気
の
あ
る
曲
に
は
、
予
約
が

た
く
さ
ん
つ
い
て
い
て
、
な
か
な

か
順
番
が
来
な
い
時
が
あ
り
ま
す

が
、
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

〈
コ
ン
パ
ク
ト
・
デ
ィ
ス
ク
〉

大
江
光
の
音
楽

音
楽
物
語
ピ

l
タ
!
と
狼

明
石
家
さ
ん
ま
語
り

い山

-
h
-
h

鈴

木

雅

之

門

¥
Up
h
a
r
m
a
c
y
 
様

原

敬

之

ポ
ン
キ

ッ
キ
ス
ー
パ
ー
ベ
ス
ト

す 2
0 週貸

間し
(出
CDし
はは

週ひ
間と

ま 3
で冊
で、

っ
し
ょ
に
|
j

月
の
お
し
ら
せ
そ

6
日
(
火
)

映
画
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

工
作
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

映

画

ミ

ッ
キ
l
マ

ウ
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス

ぬ
り
絵
あ
そ
び

午
後
4
時
j

幼
児

1
小
学
生

日
日
(
火

初
日
(
火

27 
対と日

象きさ

E 霊園

図
書
館
講
座

戸
島
家
文
書
研
究
会

7
日
(
水
)

時
事
英
語
を
読
む
会

9
日
(
金
)

源
氏
物
語
を
読
み
通
す
会日
日
(
日
)

朗

読

録

音

研

修

会

日

日

(
火
)

古

文

書

解

読

会

日

日

(
火
)

川

柳

教

室

凶

日

(
水
)

草
が
な
で
読
む
読
書
会
時
日
(
金
)

ふ
る
さ
と
歴
史
講
座
口
日
(
土
)

テ
l
マ
「
富
山
県
の
風
土
と
生
涯

学
習
」

講
師
県
民
生
涯
学
習
カ
レ
ッ

ジ
学
長
竹
内
伸
一
さ
ん

「
朗
読
録
音
研
修
会
」
と
「
源
氏

物
語
を
読
み
通
す
会
」
は
午
前
叩

時
か
ら
。
そ
の
ほ
か
は
、
午
後
1

時
犯
分
か
ら
。

〈

〉

〈

〉

〈

〉

〈
年
末
年
始
の
休
館
〉

ロ
月
お
日
(
水
)
か
ら
、

1
月
4

日
(
水
)
ま
で
休
館
し
ま
す
。

「人と接する仕事がし

たくて婦人箸官になりま

した」と話すのは、魚津

駅前交番に勤務する宮脇

由起子さん(21歳)。

わかりやすく、ていね

いな応対を心がけている

と言います。最近は魚津

にも外国人が増え、今、英

会話を猛勉強中とのこと。

「将来は、私服の刑事

さんになりたいなあ」と

夢を話してくれました。

後

記

本紙は、森林資源保護のため再生紙を使用しています。

橋

集

し
ゃ
〈
?
」
'
九
ん
よ
A
1

三
小
惜
身
命
を
貫
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
」
と
は
横
綱
昇
進
伝
達

式
で
の
貴
乃
花
の
口
上
。
命
を
惜

し
ま
ず
相
撲
道
に
専
念
す
る
決
意

を
示
し
た
言
葉
だ
と
言
う
。

目
標
を
掲
げ
、
そ
れ
を
実
行
す

る
と
こ
ろ
が
貴
関
の
す
ば
ら
し
い

所
。
試
練
を
乗
り
越
え
、
つ
い
に

頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

「
変
革
か
ら
前
進
へ
」
今
年
の

新
年
号
で
掲
げ
た
広
報
の
テ
ー

マ
。

い
つ
も
頭
に
お
い
て
編
集
し
て
き

た
つ
も
り
で
す
が
、
ど
こ
ま
で
実

行
で
き
た
も
の
か
。

今
年
最
後
の
広
報
を
お
届
け
し

ま
す
。

(I
)

新
川
文
化
ホ
ー
ル
が
、

日
月
1

日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
大
ホ

ー
ル
の
こ
け
ら
お
と
し
の

N
響
の

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ほ
ぽ
満
席
状
態
。

演
奏
者
か
ら
も
音
の
響
き
の
良
い

ホ
ー
ル
だ
と
好
評
だ
っ
た
よ
う
で

す
。し
か
し
、
問
題
は
こ
れ
か
ら
で

し
ょ
う
。
文
化
ホ
l

ル
を
名
実
と

も
に
芸
術
・
文
化
の
核
に
し
て
い

く
に
は
、
関
係
者
の
努
力
は
も
ち

ろ
ん
、
い
ろ
ん
な
方
の
提
案
が
必

要
と
な
る
で
し
ょ
う
。
幸
い

、
市
民

レ
ベ
ル
の
「
友
の
会
」
も
で
き
ま
し

た
。
広
報
と
し
て
も
、
そ
の
一
端
を

担
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

(
S
)

自

印刷/魚津印刷株式会社

口
(平成 6年10月31日現在)

人口 (前月対比

(男) 23，518人 (-13) 

(女) 25，489人 (-8) 
計約，007人 (-21) 

世帯数 14，602世帯

(外国人の登録を含む)

市の人

編集/企画広報室


